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	平成３０年度の実績に係る�キャンパス経営力評価ヒアリング
	年度目標と経営課題
	年度目標１　�①外部資金の12％増と外部資金源の多様化�②外部資金や学外資源を活用した社会連携事業への重点支援（5件以上）
	年度目標１　参考データ
	年度目標２　�①キャンパス執行部の組織化と重点的な改善・機能強化�②データサイエンス関連事業(4件以上）、③国際化事業（3件以上）�④業務改善と経費節減
	年度目標２　参考データ
	年度目標３�①学生ニーズを把握する懇談会等の実施と環境整備（3件以上）�②学生と職員の心身の健康に関わる部局間の連携体制の強化�③キャンパス内施設を利用した学生主催イベント（3件以上）
	年度目標３　参考データ

